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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間（平成 29 年４～６月）におけるわが国の経済を振り返りますと、雇用のひ

っ迫感が強まるなか賃金が緩やかながらも増加し、個人消費は消費者マインドの改善を受け、持ち直し傾

向がみられました。また、輸出は、欧米の政治動向を巡って為替市場が大きく変動するなか、アジア向け

を中心に持ち直しの動きが続きました。こうしたなか、企業の生産活動は、新型車やスマートフォン部品

の需要拡大に押し上げられ、増加基調となりました。総じてみると、景気は緩やかな持ち直しの状況とな

りました。 

当行の主な営業地盤であります三重・愛知両県下においては、輸出が底離れしつつあるなか、企業の生

産活動は、主要産業である電子部品・デバイスや自動車関連を中心に需要が拡大し、増加基調が続きまし

た。また、雇用所得環境の改善持続を背景に個人消費も緩やかに持ち直しつつあり、景気は回復に向けた

動きが広がりました。 

当第１四半期連結累計期間の連結経営成績につきましては、経常収益は、貸倒引当金戻入益やリース業

に係る収益が増加したことなどから、前第１四半期連結累計期間比 9 億 54 百万円増加し 92 億 59 百万円

となりました。一方、経常費用は、営業経費やリース業に係る費用が増加したことなどから、前第１四半

期連結累計期間比 3 億 10 百万円増加し 73 億 36 百万円となりました。この結果、経常利益は、前第１四

半期連結累計期間比 6億 44 百万円増加し 19 億 23 百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は、同 2億

64 百万円増加し 13 億 80 百万円となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

貸出金は、地元事業性貸出金の増強に努めたものの、前連結会計年度末比 154 億円減少し 1兆 3,595 億

円となりました。なお、前第１四半期連結会計期間末と比較しますと 210 億円増加しております。 

預金は、地元預金の増強に努めました結果、個人預金は増加したものの、法人等からの預金が減少した

ことにより、預金と譲渡性預金を合わせた残高は前連結会計年度末比 188 億円減少し 1兆 7,344 億円とな

りました。なお、前第１四半期連結会計期間末と比較しますと 418 億円増加しております。 

有価証券は、市場動向を注視しつつ機動的な運用に努めました結果、前連結会計年度末比 1億円増加し

4,439 億円となりました。 

また、資産は、貸出金が減少したことなどから前連結会計年度末比 176 億円減少し 1兆 9,635 億円、負

債は、預金等が減少したことなどから同 197 億円減少し 1兆 8,396 億円となりました。純資産は、その他

有価証券評価差額金が増加したことなどから前連結会計年度末比20億円増加し1,238億円となりました。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表した数値に変更はありません。 



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

現金預け金 103,835 107,216 

コールローン及び買入手形 3,527 2,666 

買入金銭債権 3,466 120 

商品有価証券 72 71 

有価証券 443,715 443,911 

貸出金 1,375,057 1,359,599 

外国為替 2,268 2,102 

リース債権及びリース投資資産 8,635 8,624 

その他資産 20,010 20,151 

有形固定資産 10,768 10,623 

無形固定資産 2,553 2,434 

退職給付に係る資産 3,693 3,660 

繰延税金資産 289 264 

支払承諾見返 8,557 6,927 

貸倒引当金 △5,264 △4,834 

資産の部合計 1,981,186 1,963,541 

負債の部    

預金 1,653,833 1,647,816 

譲渡性預金 99,400 86,602 

債券貸借取引受入担保金 12,104 12,047 

借用金 60,393 61,641 

外国為替 4 0 

その他負債 15,984 15,268 

賞与引当金 573 － 

退職給付に係る負債 182 184 

執行役員退職慰労引当金 61 61 

睡眠預金払戻損失引当金 163 161 

繰延税金負債 8,132 8,945 

支払承諾 8,557 6,927 

負債の部合計 1,859,390 1,839,656 

純資産の部    

資本金 15,295 15,295 

資本剰余金 11,437 11,437 

利益剰余金 72,949 73,893 

自己株式 △61 △61 

株主資本合計 99,621 100,564 

その他有価証券評価差額金 21,797 22,775 

繰延ヘッジ損益 △662 △563 

退職給付に係る調整累計額 118 168 

その他の包括利益累計額合計 21,252 22,379 

非支配株主持分 920 940 

純資産の部合計 121,795 123,884 

負債及び純資産の部合計 1,981,186 1,963,541 
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

経常収益 8,305 9,259 

資金運用収益 4,532 4,613 

（うち貸出金利息） 3,512 3,442 

（うち有価証券利息配当金） 991 1,138 

役務取引等収益 1,395 1,419 

その他業務収益 488 277 

その他経常収益 1,888 2,949 

経常費用 7,026 7,336 

資金調達費用 478 291 

（うち預金利息） 229 125 

役務取引等費用 426 426 

その他業務費用 － 13 

営業経費 4,851 4,943 

その他経常費用 1,269 1,660 

経常利益 1,279 1,923 

特別利益 － 0 

固定資産処分益 － 0 

特別損失 0 4 

固定資産処分損 0 4 

税金等調整前四半期純利益 1,279 1,919 

法人税、住民税及び事業税 88 169 

法人税等調整額 64 349 

法人税等合計 152 518 

四半期純利益 1,126 1,400 

非支配株主に帰属する四半期純利益 9 20 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,116 1,380 
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

    (単位：百万円) 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 1,126 1,400 

その他の包括利益 △2,076 1,127 

その他有価証券評価差額金 △2,241 978 

繰延ヘッジ損益 105 98 

退職給付に係る調整額 59 50 

四半期包括利益 △950 2,528 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △957 2,507 

非支配株主に係る四半期包括利益 7 21 

 

 

 

 

(3) 継続企業の前提に関する注記

 該当事項はありません。

 

 

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

 該当事項はありません。

 

 

(5) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

(6) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期決算補足説明資料

（1）平成30年３月期第１四半期の業績【単体】

(単位：百万円)

平成30年３月期 平成29年３月期

第１四半期 第１四半期

（３ヶ月間） （３ヶ月間）

　 5,572 　 87 5,485

( 　 5,555 ) ( 　 222 ) ( 　 5,333 )

　 4,461 　 278 　 4,183

　 847 　 34 　 813

　 263 △ 226 　 489

　 16 △ 136 　 152

　 4,686 　 98 　 4,588

　 2,607 　 17 　 2,590

　 1,764 　 90 　 1,674

　 313 △ 10 　 323

(注)２ 　 886 △ 11 　 897

(注)３ 　 869 　 124 　 745

　 ― 　 ― 　 ―

　 886 △ 11 　 897

( 　 869 ) ( 　 124 ) ( 　 745 )

　 893 　 475 　 418

　 390 　 404 △ 14

　 ― 　 ― 　 ―

　 ― 　 ― 　 ―

　 ― 　 ― 　 ―

　 328 　 265 63

　 0 　 0 　 0

　 174 △ 195 　 369

　 1,779 　 464 　 1,315

△ 4 △ 4 △ 0

△ 4 △ 4 △ 0

　 1,775 　 460 　 1,315

　 104 　 51 　 53

　 325 　 257 　 68

　 430 　 308 　 122

　 1,345 　 152 　 1,193

△ 328 △ 265 △ 63
（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．実質業務純益＝業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

　　　３．コア業務純益＝実質業務純益－債券関係損益

　　　４．貸倒引当金の取崩額が繰入額を上回るため、貸倒引当金戻入益を臨時損益に計上しております。

　　　　

法 人 税 等 合 計

特 別 損 益

固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額 ②

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

信 用 コ ス ト （ ① ＋ ② － ③ － ④ ）

税 引 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

四 半 期 純 利 益

債 権 売 却 損 等

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

償 却 債 権 取 立 益 ④

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③

業 務 純 益

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

臨 時 損 益

株 式 等 関 係 損 益

税 金

実 質 業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

債 券 関 係 損 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

人 件 費

物 件 費

業 務 粗 利 益

前年同期比

( 除 く 債 券 関 係 損 益 )

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

第１四半期までの実質業務純益は886百万円、コア業務純益は869百万円となりました。
また、経常利益は1,779百万円、四半期純利益は1,345百万円となりました。

－ 6 －
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（2）リスク管理債権の状況
　部分直接償却未実施
【単体】 (単位：億円)

平成28年６月末比 平成29年３月末比

破 綻 先 債 権 額 3 △ 5 △ 1 8 4

延 滞 債 権 額 174 △ 43 △ 6 217 180

３ヶ月以上延滞債権額 ― 　 ― 　 ― ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 8 △ 4 　 0 12 8

合　　　　　  計  (Ａ) 186 △ 51 △ 7 237 193

貸出金残高（末残）(Ｂ) 13,641 　 222 △ 170 13,419 13,811

貸出金残高比(Ａ)／(Ｂ) 1.37% △ 0.40% △ 0.03% 1.77% 1.40%

【連結】 (単位：億円)

平成28年６月末比 平成29年３月末比

破 綻 先 債 権 額 3 △ 5 △ 1 8 4

延 滞 債 権 額 178 △ 44 △ 6 222 184

３ヶ月以上延滞債権額 0 　 0 　 0 ― ― 

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 8 △ 4 　 0 12 8

合　　　  　　計  (Ｃ) 190 △ 52 △ 7 242 197

貸出金残高（末残）(Ｄ) 13,595 　 210 △ 155 13,385 13,750

貸出金残高比(Ｃ)／(Ｄ) 1.40% △ 0.41% △ 0.04% 1.81% 1.44%

（3）金融再生法開示債権
【単体】 (単位：億円)

平成28年６月末比 平成29年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 43 △ 10 △ 1 53 44

危 険 債 権 136 △ 37 △ 7 173 143

要 管 理 債 権 9 △ 3 　 1 12 8

合 計 (Ｅ) 188 △ 51 △ 6 239 194

正 常 債 権 13,764 　 252 △ 181 13,512 13,945

総 与 信 残 高 (Ｆ ) 13,952 　 202 △ 188 13,750 14,140

総与信残高比(Ｅ)／(Ｆ) 1.34% △ 0.40% △ 0.04% 1.74% 1.38%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

【連結】 (単位：億円)

平成28年６月末比 平成29年３月末比

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権 47 △ 11 △ 1 58 48

危 険 債 権 136 △ 38 △ 7 174 143

要 管 理 債 権 9 △ 3 　 1 12 8

合 計 (Ｇ) 192 △ 52 △ 7 244 199

正 常 債 権 13,714 　 242 △ 166 13,472 13,880

総 与 信 残 高 (Ｈ ) 13,906 　 190 △ 173 13,716 14,079

総与信残高比(Ｇ)／(Ｈ) 1.38% △ 0.40% △ 0.03% 1.78% 1.41%

（注）記載金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

平成29年６月末 平成28年６月末 平成29年３月末

平成29年６月末 平成28年６月末 平成29年３月末

平成29年６月末 平成28年６月末 平成29年３月末

平成29年６月末 平成28年６月末 平成29年３月末

－ 7 －
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（4）自己資本比率（国内基準）【単体】【連結】

（5）時価のある有価証券の評価差額【連結】
(単位：億円)

平成29年６月末 平成28年６月末 平成29年３月末

時 価 　評価差額 時 価 　評価差額 時 価 　評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

345 19 12 4,365 312 19

256 1 4 456 241 1

26 1 0 2,514 29 1

62 16 7 1,395 41 17

（注）１．「評価差額」及び「含み損益」は、帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上して
　  　　　おります。
      ２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：億円)

平成29年６月末 平成28年６月末 平成29年３月末

帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益 帳簿価額 　含み損益

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

0 ― ― 50 1 ―

（6）預金等・貸出金の残高【単体】

（7）個人預かり資産の残高【単体】

1,418

255株　式

1

4,495 331

242

308

189184

その他 1,399

50

その他有価証券

満期保有目的の
債券

債　券

以　　上

1

467

2,497 3024 2,675 51

46 58

0 50 1

2963264,364

51

67

401

60

(単位：億円)

平成28年６月末比 平成29年３月末比

　 △

　 △

うち消費者ローン △ △

（注）預金等には譲渡性預金を含んでおります。

412

222

27

191

170

16

16,999

13,419

4,300

平成28年６月末 平成29年３月末

17,602

13,811

4,289

17,411

13,641

4,273

預 金 等（末 残）

平成29年６月末

貸 出 金（末 残）

(単位：億円)

平成28年６月末比 平成29年３月末比

　 　

 個人預金 　 　

 投資信託 △ △

 保険 　 　

 公共債 △ △ 3 60

189

4

9

206

12

138

126

13

28

772

2,840

48

14,502

11,026

781

2,634

平成28年６月末 平成29年３月末

11,030

個人預かり資産(末残) 14,691

平成29年６月末

51

14,553

10,904

785

2,812

(単位：億円) (単位：億円)

8.00 % 8.26 % 7.87 % 8.15 %

956 1,000 943 988

11,956 12,101 11,992 12,124

(注)２ 478 484 479 484

平成29年6月末 平成29年3月末

単  体 連  結 単  体 連  結

(注) １．上記の自己資本比率（国内基準）は、「銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行がその保有する資産
       　等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示
       　第19号）」に基づき算出しております。
　　 ２．総所要自己資本額は、リスク･アセット等の額に４%を乗じた額であります。

自 己 資 本 比 率

自 己 資 本 の 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 の 額

総 所 要 自 己 資 本 額
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